



























































12） イギリスの階級制度は「差別」につながりませんか？ ⇒ はい，かつて（特に第二次世界大戦
前まで）は身分社会でしたので，差別という側面もありました。その点は日本も同じです。しか
し現在では差別はないと言って良いと思います。
13） 今後ともイギリスの階級制度は続いて行くのでしょうか？ ⇒ はい，階級はゆるやかに存続
して行きます。しかし近頃は制度というよりもむしろ，人々の意識の中に階級が残っている，と
いう程度です。



























18） イギリスの医師はどの階級に属するのですか？ ⇒ 一般医（GP:generalpractitioner）は中
堅（中の中）階級に属しますが，民間医療機関でバリバリ稼ぐ専門医は「中の上」階級です。医
師の世界にも格差があります。































































































































34） イギリスの学校には栄養士の資格がないと調理できないなどの法令はないのですか？ ⇒ あ
りません。その代わり，「学校の料理に塩を入れるな」というバカな規則があります。そのくせ
化学調味料を使った加工食品だらけです。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日本 面積377,906平方キロ 首都東京の緯度 北緯35度40分
NZ 面積271,000平方キロ 首都ウェリントンの緯度 南緯42度41分
英国 面積243,000平方キロ 首都ロンドンの緯度 北緯51度30分
植物 魚類 鳥類 哺乳類
日本 c.5,300（c.1,800） 3,850（419） 542（10） 107（48）
NZ 2,089（ 1,654） 1,010（110） 295（56） 3（ 3）




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































219） イギリスに関する情報で，信頼に値するものはどこで入手できますか？ ⇒ まずネットでは
英国大使館（TheBritishEmbassy）の公式サイトhttp://ukinjapan.fco.gov.uk/jaを推奨します。
このサイトからはブリティッシュカウンシル（TheBritishCouncil）と英国政府観光庁（BTA:
TheBritishTouristAuthority）へのリンクが貼られています。社団法人日英協会（TheJapan-
BritishSociety）の公式サイトwww.japanbritishsociety.or.jpも優良なサイトです。しかしせっ
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かく東京の大学で勉強しているのですから，自分の足で飯田橋駅B3出口近くの研究社ビル（東
京理科大の隣）1階ブリティッシュカウンシル（平日10:0020:30，土曜9:3017:30，日本の祝日
12:0020:30，日曜は休み）や，溜池山王駅12番出口近くの赤坂ツインタワー1階の英国政府観
光庁（平日のみ10:0017:00）に行って資料を集めてください。上記の2つの機関の真ん中に位
置している千代田区一番町1番地（半蔵門線半蔵門駅下車）の英国大使館の外観を見学に行くのも
良いでしょう。但し，英国人との婚姻届や離婚届を提出する場合や，大使館員を取材訪問する
以外の用事で，日本国民が在日英国大使館に立ち入ることはできません（領事部査証部門は港区東
新橋に新設された「英国ビザ申請センター」に移転済）。しかし1929年竣工の石造りの本館は，ロン
ドンのバッキンガム宮殿（Buckingham Palace）を想起させ，一見の価値があります。
おわりに
学生から寄せられた質問に一つひとつ回答することで，日英の相違点が浮き彫りになったように思
う。階級や格差，教育，飲食や飲酒と喫煙，犯罪や法令，医療と健康問題，年中行事，結婚や離婚，
女性，自然，観光，交通，政治，宗教，貨幣経済，度量衡，音楽，王室と皇室，日英関係を含む対外
関係，反日感情，戦争と軍隊，国民性，生活習慣，住環境といった多岐にわたるテーマを扱った。イ
ギリスという対称軸から日本の姿も見えてきた。
どのテーマを扱っても，イギリスと言えば階級というキーワードが頻出する。この問題は日本人に
はなかなか見えにくいものである。昨今の日本では，広がりつつある格差が問題になるが，歴史や伝
統に根ざした「階級」に比べて，何と薄っぺらな議論であろうか。しかし私はここでイギリス人の階
級意識を手放しで誉めそやす積もりはない。階級間の敵愾心，或いは無関心を装った態度は，国の発
展や安寧秩序にとって好ましい結果をもたらさないからである。
たとえばイギリス企業では管理職と現場労働者の間にとてつもない不信感が横たわっている。会社
の内でも外でも両者の間に交流は皆無である。管理職の考えでは，労働者は反抗的で怠け者であり，
スキあらば仕事をサボるか，過激なストを決行しようとしている連中である。一方，労働者の側に言
わせれば，管理職は自分たちを搾取することばかり考えている輩となろう。
勤務先が定まっている勤労者はまだ良い。職もなく，社会福祉で暮らす若者は飢え死にすることこ
そ（イギリスのような福祉国家では）なかろうが，やり場のない怒りを抱えているのも事実だ。このよ
うな者たちが落書きや器物損壊のような行為に走るのは，他人や公共の財産に対する敬意の欠如に起
因する。
日本も他人事ではない。上記60番と61番に書いたように，日本社会でイギリス人が「1950年代
にタイムスリップしたような不思議な錯覚」を覚えるのだとすると，日本も今後，英国化の方向へ進
んで行く可能性もある。確かにこの21世紀，昭和天皇存命の頃に比べれば皇室に対する「菊のタブ
ー」も随分とゆるくなったように感じる。皇室への痛烈な批判や風刺ができるような「開かれた社会」
への期待がある反面，落書きや薬物汚染の広がる社会，階級間の交流なき社会に対しては警戒する必
要があろう。「近代国家の模範」のみならず，「他山の石」としてのイギリスも，ここに提示した次第
である。
（はらだ としあき 文化創造学科）
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